
光

集

落

の

発

達

と

機

能

l
l中
伊
豆
の
修
善
寺
・
伊
豆
長
岡
の
場
合
|
|

山

村

)1国

次

一
、
は
じ
め
に

温
泉
集
落
は
温
泉
資
源
を
生
産
手
段
と
し
て
入
湯
客
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
旅
館
業
を
中
核
と
し
て
、
そ
れ
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス

業
や
土
産
品
庖
・
飲
食
庖
な
ど
の
商
業
で
構
成
さ
れ
た
よ
り
消
費
的
機
能
の
強
い
都
市
集
落
で
あ
る
。
温
泉
集
落
は
一
般
的
に
は
、
近
世

期
か
ら
明
治
期
を
通
じ
て
は
、
近
隣
地
域
か
ら
の
農
民
層
に
支
え
ら
れ
た
湯
治
場
(
療
養
温
泉
地
)
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
た
。
そ

温泉観光集落の発達と機能

し
て
、
泉
質
(
効
能
)
や
泉
量
お
よ
び
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ド
な
ど
の
湯
治
場
と
し
て
の
条
件
に
恵
ま
れ
た
温
泉
集
落
(
草
津
・
有
馬
な
ど
)

は
大
規
模
化
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
応
じ
て
交
通
改
革
が
進
行
し
、
大
都
市
観
光
市
場
と
結
合
し
え

た
温
泉
集
落
は
、
従
来
の
湯
治
場
的
機
能
に
都
会
人
の
た
め
の
休
養
地
的
機
能
を
付
加
す
る
に
至
り
、
そ
の
後
の
旅
行
形
態
の
変
化
に
と

も
な
っ
て
宿
泊
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
観
光
産
業
も
大
規
模
か
つ
多
様
化
し
て
、

い
わ
ゆ
る
近
代
的
な
温
泉
観
光
集
落
へ
と
変
質

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
観
光
大
量
化
・
広
域
化
時
代
を
迎
え
て
温
泉
観
光
集
落
化
は
一
層
顕
著
と
な
っ
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て
き
た
。
外
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
観
光
交
通
の
波
を
受
け
と
め
て
き
た
と
は
い
え
、
各
温
泉
観
光
集
落
は
そ
の
形
成
期
に
お
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い
て
地
域
内
的
諸
条
件
を
反
映
し
て
発
達
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
累
積
が
現
時
点
で
の
集
落
の
経
済
的
機
能
に
地
域
的
差
異
を
生
じ

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
o

本
稿
に
お
い
て
は
、

ま
ず
温
泉
観
光
集
落
の
発
達
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
視
点
と
し
て
は
温
泉
観
光
集
落
形
成
者

と
し
て
の
観
光
資
本
の
性
格
と
そ
の
展
開
過
程
の
究
明
に
あ
り
、

つ
い
で
観
光
資
本
と
関
連
づ
け
て
温
泉
観
光
集
落
の
経
済
的
機
能
の
実

態
把
握
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
温
泉
観
光
集
落
形
成
の
地
域
的
意
義
と
し
て
、
温
泉
権
の
所
有
形
態
や
土
地
所
有
関
係
、

さ
ら

に
そ
れ
ら
の
反
映
と
し
て
の
地
域
社
会
の
観
光
活
動
姿
勢
な
ど
、
温
泉
観
光
集
落
を
特
色
づ
け
る
社
会
経
済
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
歴
史
性
を
有
し
た
伝
統
的
温
泉
観
光
集
落
と
新
興
温
泉
観
光
集
落
と
の
比
較
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
の
で
る
る
。

筆
者
は
以
上
の
よ
う
な
視
点
に
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
北
関
東
の
伝
統
的
な
伊
香
保
と
新
興
の
鬼
怒
川
両
温
泉
観
光
集
落
の
研
究
①
を

続
け
て
き
た
が
、
今
回
は
そ
の
傍
証
的
意
味
を
も
含
め
て
中
伊
豆
の
修
善
寺
・
伊
豆
長
岡
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
進
め
た
の
で
こ
こ
に
報

告
し
た
い
。

な
お
、
修
善
寺
は
伝
統
性
を
保
持
し
、
伊
豆
長
岡
は
新
興
で
は
あ
る
が
、
両
温
泉
観
光
集
落
と
も
に
東
京
観
光
市
場
か
ら
の
近
接
性
お

よ
び
集
落
規
模
が
ほ
ぼ
等
し
く
、
比
較
研
究
に
お
い
て
好
都
合
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
、
温
泉
観
光
集
落
の
発
達
過
程

A
、
湯
治
場
期
の
温
泉
集
落

修
善
寺
史
料
集
②
に
よ
れ
ば
、
修
善
寺
温
泉
は
八

O
七
年
(
大
同
二
)

の
僧
空
海
の
発
見
に
な
る
と
い
う
独
鈷
湯
を
は
じ
め
と
し
て
、



近
世
以
前
に
は
す
で
に
中
湯
(
後
の
箱
湯
)
・
石
湯
・
坪
湯
・
杉
湯
・
児
湯
(
乳
児
湯
又
は
珍
湯
)
が
あ
り
、

近
世
期
に
は
一
七
八
四
年

(
天
明
四
)

に
真
湯
が
発
見
さ
れ
て
計
七
カ
所
の
源
泉
が
存
在
し
て
い
た
o

明
治
期
に
入
っ
て
、

に
河
原
湯
、

一
八
七
三
年
(
明
治
六
)

一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)
に
滝
の
湯
が
開
発
さ
れ
て
自
然
湧
泉
の
共
同
湯
は
九
カ
所
を
数
え
た
。

修
善
寺
村
誌
@
に
は
、
近
世
期
す
で
に
存
在
し
た
前
記
七
カ
所
の
源
泉
は
「
:
:
:
村
持
と
称
し
共
同
浴
場
を
設
置
し
あ
り
て
衆
人
の
入

浴
に
供
す
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
明
治
の
初
年
に
至
り
官
有
地
と
な
り
、
其
後
数
年
を
経
て
御
料
地
に
編
入
せ
ら
れ
、
爾
来
拝
借
地
と
な
り

以
て
今
日
に
至
る
。
昔
時
は
万
人
講
と
称
す
る
も
の
の
設
け
あ
り
て
、
浴
客
一
人
に
付
若
干
ず
つ
出
金
せ
し
め
、
之
を
以
て
共
同
浴
場
の

修
理
費
に
充
て
つ
つ
あ
り
し
が
維
新
後
は
之
を
廃
せ
り
」
と
記
さ
れ
、
村
民
共
有
の
温
泉
で
あ
る
と
同
時
に
湯
治
客
に
供
せ
ら
れ
て
い
た
。

修
禅
寺
文
書
の
一
八
七
二
年
(
明
治
五
)

の
温
泉
明
細
書
上
@
に
入
湯
病
客
概
数
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
共
同
湯
利
用
者
数
が
二
一
、

七

四
九
人
と
記
録
さ
れ
、
外
湯
利
用
の
湯
治
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
前
期
に
地
元
有
力
旅
館
に
よ
っ
て
私
有
源
泉
の

堀
さ
く
が
進
み
、

一
八
八
七
年
(
明
治
二

O
)
ま
で
に
一

O
カ
所
を
数
え
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
旅
館
の
内
湯
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

温泉観光集落の発達と機能

般
的
に
は
、
温
泉
利
用
形
態
は
共
同
湯
利
用
の
外
湯
時
代
↓
共
同
湯
か
ら
の
引
湯
時
代
↓
私
有
源
泉
に
よ
る
内
、
湯
時
代
へ
と
変
化
・
発
展

し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
修
善
寺
の
場
合
は
全
般
的
に
は
外
湯
か
ら
す
ぐ
に
内
湯
へ
と
き
り
か
わ
っ
た
事
例
と
し
て
把
握
さ
れ

る
。
と
は
い
え
、
内
湯
化
さ
れ
た
の
は
一
部
の
有
力
旅
館
で
あ
り
、
そ
の
他
に
共
同
湯
か
ら
の
引
湯
旅
館
も
若
干
あ
ら
わ
れ
、

ま
た
、
外

湯
利
用
の
み
の
小
旅
館
も
並
存
し
て
い
た
。
修
善
寺
は
当
時
温
泉
量
が
豊
富
で
あ
っ
た
た
め
に
、
共
同
湯
か
ら
の
引
湯
も
別
に
問
題
と
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
八
八

O
年
(
明
治
一
三
)

の
修
善
寺
村
会
議
事
録
@
に
よ
っ
て
集
落
構
成
を
み
る
と
、
内
湯
化
さ
れ
た
温
泉
宿
一
四
戸
の
他

127 

い
ま
、

に
外
湯
利
用
の
旅
龍
屋
が
二
三
戸
あ
り
、
そ
の
他
に
小
売
商
二
五
戸
、
飲
食
庖
五
戸
、
雑
商
一
一
一
一
戸
、
質
屋
三
戸
、
会
社
二
戸
が
記
さ
れ
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。内湯旅館(夜、有泉あり)

.外湯旅館(共同i昌利用)

第 1図湯治場期における修善寺の温泉集落景観

修善寺町役場所蔵 2. 1881年(明治41)現在

"共同湯

て
い
る
o

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
営
業
税
額
を
み
る
と
、
温

泉
宿
五
八
円
五

O
銭
(
三
五
・
一
%
)
、
諸
小
売
商
三
七

円
一

O
銭
(
二
二
・
三
%
)
、
雑
商
一
八
円
(
一

0
・
八

ゲ
ル
)
、
旅
寵
屋
一
六
円
五

O
銭
(
九
・
九
%
)
と
続
き
、
湯

治
客
を
対
象
と
し
た
小
売
商
の
地
位
が
か
な
り
高
い
。

そ
の
集
落
景
観
は
第
一
図
の
よ
う
に
、

修
禅
寺
門

前
に
内
湯
旅
館
が
あ
り
、
河
床
や
河
岸
に
共
同
浴
場
が

あ
っ
て
、

そ
の
周
辺
に
外
湯
旅
館
、
が
配
置
さ
れ
た
湯
治

場
期
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。

伊
豆
長
岡
温
泉
の
う
ち
、
士
口
奈
温
泉
は
静
岡
県
田
方

郡
誌
@
に
よ
れ
ば
、

「
其
起
源
は
不
明
な
れ
ど
も
鎌
倉

時
代
既
に
世
に
知
ら
れ
た
る
事
は
東
鑑
に
載
す
る
所

一
と
あ
り
、
歴
史
性
を
有
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
源

泉
は
自
然
湧
泉
の
湯
谷
の
湯
一
本
の
み
で
、
そ
れ
は
明

1. 注

治
期
か
ら
大
正
期
を
通
じ
て
共
同
湯
と
し
て
利
用
さ
れ

て
き
た
。

日
本
鉱
泉
誌
3

に
は
、
明
治
初
期
の
年
間
平
均
浴
客



数
は
約
二
、

一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
)

③
 

の
案
内
書
に
は
、

「
:
・
・
:
東
京
よ
り
行
け
ば
修
善
寺
の
手
前
な

五
O
O人
と
な
っ
て
い
る
が
、

る
を
以
て
、
修
善
寺
往
復
の
序
に
立
寄
る
も
可
な
り
。
温
泉
宿
は
旧
本
陣
石
橋
三
左
衛
門
を
第
一
と
し
て
、
其
他
七
、
八
戸
あ
れ
ど
、
多

く
は
料
理
庖
を
専
業
と
し
て
湯
治
客
よ
り
も
芸
妓
を
揚
げ
て
遊
興
を
な
す
客
に
重
き
を
置
き
、

田
舎
粋
士
が
愉
快
を
尽
す
処
な
り
。
此
処

に
て
内
湯
の
あ
る
も
の
は
石
橋
の
み
に
て
、
総
湯
は
二
カ
所
に
あ
れ
ど
、
村
内
の
共
有
な
る
が
故
に
農
夫
等
の
我
物
顔
に
幅
を
利
し
、
都

人
士
は
必
ず
蹄
易
し
て
逃
ぐ
る
な
る
べ
し
:
:
:
」
と
記
さ
れ
、
小
規
模
で
か
つ
農
村
地
域
に
支
え
ら
れ
た
ロ
ー
カ
ル
な
温
泉
集
落
を
形
成

し
て
い
た
。

い
っ
ぽ
う
、
長
岡
温
泉
は
明
治
末
期
に
成
立
し
た
新
興
温
泉
集
落
で
あ
る
。
前
記
の
田
方
郡
誌
@
に
は
、

「
:
:
:
此
の
地
沖
積
層
の
水

田
に
て
往
古
よ
り
徴
温
を
有
す
る
水
の
湧
出
し
あ
り
た
る
を
人
工
を
加
へ
高
温
な
る
湧
泉
を
得
、
弥
来
旅
舎
の
建
築
、
道
路
の
改
修
等
諸

種
の
設
備
を
整
え
、
明
治
四
三
年
四
月
開
場
式
を
挙
行
し
こ
こ
に
始
め
て
温
泉
場
の
体
裁
を
見
る
に
至
れ
り
・
:
・
:
」
と
記
さ
れ
、
湯
治
場

と
し
て
の
時
期
を
経
ず
し
て
そ
の
後
の
展
開
を
み
た
の
で
あ
る
。

温泉観光集落の発達と機能

B
、
温
泉
観
光
集
落
へ
の
展
開

修
善
寺
・
伊
豆
長
岡
の
温
泉
観
光
集
落
へ
の
展
開
を
観
光
資
本
に
視
点
を
お
い
て
ま
と
め
た
の
が
第
一
表
で
あ
る
。

修
善
寺
に
お
い
て
は
、
地
元
資
本
が
中
心
と
な
っ
て
温
泉
堀
さ
く
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
外
来
資
本
、

と
く
に
中
央
資
本
の
温
泉
集

落
内
へ
の
進
出
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
外
来
資
本
と
し
て
は
、

一
九
六
六
年
に
地
元
一
旅
館
が
経
営
拡
張
に
失
敗
し
た
の
を
機
に
進
出
し
た

大
阪
酒
問
屋
の
例
が
一
件
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
、
地
元
業
者
に
お
い
て
も
近
年
に
至
る
ま
で
は
観
光
開
発
に
は
着
手
せ
ず
、

一
九
六
四
年
に
修
善
寺
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
を
、

一
九
六

129 

七
年
に
修
善
寺
自
然
公
園
内
に
花
し
よ
う
ぶ
園
を
造
成
し
た
に
す
、
ぎ
な
い
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
伊
豆
長
岡
の
温
泉
観
光
集
落
化
に
つ
い
て
は
、
駿
豆
鉄
道
株
式
会
社
の
果
し
た
役
割
は
大
で
あ
っ
た
o

い
ま
、
駿
豆

鉄
道
の
営
業
報
告
棉
臓
を
み
る
と
、

温泉観光集落の発達と機能

一
九
二

O
年
(
大
正
九
)

の
第
六
回
報
告
書
@
に
は
「
:
:
:
当
社
鉄
道
ノ
利
用
ハ
大
正
六
年
以
来
地
方

産
業
ノ
顕
著
ナ
ル
発
達
ニ
相
伴
ツ
テ
各
方
面
ニ
向
テ
拡
大
セ
シ
メ
ラ
レ
随
テ
運
輸
収
入
ハ
予
期
以
上
ノ
増
額
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
:
:
:
」
と

し
て
当
時
は
沿
線
の
貨
物
輸
送
の
機
能
が
強
か
っ
た
が
、

一
九
二
三
年
(
大
正
二
一
)

の
第
一
一
一
回
報
告
書
@
で
は
「
:
:
:
近
時
沿
線
各

さ
ら
に
、

所
ノ
温
泉
旅
館
ハ
著
シ
キ
発
達
ヲ
来
タ
シ
関
東
及
ピ
関
西
方
面
ヨ
リ
ノ
遊
客
遂
日
増
加
ノ
趨
勢
一
一
ア
リ
テ
:
:
:
」
と
記
さ
れ
る
に
至
り
、

一
九
二
七
年
(
昭
和
二
)

の
第
二

O
回
報
告
書
⑫
で
は
「
:
:
:
極
力
一
般
遊
覧
客
及
各
種
旅
行
団
体
ノ
誘
致
ニ
努
メ
タ
ル
結
果

:
」
と
し
て
積
極
的
な
入
湯
客
誘
致
を
お
こ
な
っ
て
、
観
光
路
線
と
し
て
の
性
格
を
加
え
て
き
た
o
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そ
れ
は
第
二
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
九
二
三
年
(
大
正
二
一
)

に
箱
根
土
地
株
式
会
社
専
務
取
締
役
と
し
て
箱
根
・
軽
井
沢
の
観

光
開
発
を
進
め
て
い
た
堤
康
次
郎
が
駿
豆
鉄
道
の
大
株
主
と
し
て
参
画
す
る
に
お
よ
ん
で
急
速
に
展
開
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。



N
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同

第2表駿豆鉄道の株主構成の変化

191 8年(大正 7) 1 9 2 3年(大正叫 ! 1 9 3 3年(昭和 8) 

氏 名 |府川持株|権成比 氏 名 問川持株 1構成比 氏 名 [問JjI持株 i構成比

富士水室安首電行行富書K田取EK社菩善金長三太ベ

株 % 

保箱根安堤商土白事地井KKKK康社新専次長太務岬郎
株 % 

丸箱大桜J正内安生土中金商地命事念島保光KKK険K府持需取K務K 締夫役
東京 19，0株00 

ァー
東京 15，000 30.0 東京 19，427 38.8 12.0 

安田
虫F東京 5，175 10.4 東京 5，000 10.0 東京 6，450 8.6 

j駿河
良F 静岡 2，000 4.0 

山根頭野 定
東京 2，198 4.4 東京 6，000 8.0 

駿河銀岡行 取
三沢基 平 東京 1，500 3.0 喜太郎 静岡 2，082 4.3 東方友次郎 東京 4，850 6.5 

白井竜一郎 東京 1，200 2.4 
安田小安銀行頭高取義 一

東京 1，800 3.6 徳田昂平 東京 3，400 4.5 

駿河貯岡山蓄銀野回行キ ン
東京 1，156 2.3 田 善 五 郎 東京 1，570 3.2 笠原房吉 長野 1， 700 2.3 

喜太郎 静岡 1，145 2.3 三沢基平 東京 1，500 3.0 鈴木栄太郎 静岡 1，590 2.1 

向井新太郎 東京 1， 125 2.3 堤 康次郎 東京 1，000 2.0 

和田 博 東京 1，000 2.0 夏秋十郎 東京 1，000 2.0 

樋口美津雄 東京 1，000 2.0 

内田庸三 東京 1，000 2.0 

株主数 叫 l 株式数 50，000 75，000株

注 1. 駿豆鉄道K K，営業報告書記l依の株主名簿各年度

2. 持株比率 2.0%以上



駿
豆
鉄
道
は
一
九
二
八
年
(
昭
和
三
)

に
は
長
岡
自
動
車
・
古
奈
自
動
車
の
乗
合
・
貸
切
自
動
車
営
業
を
継
承
し
、
伊
豆
長
岡
を
め
ぐ

る
交
通
網
を
確
保
し
た
。

さ
ら
に
、

駿
豆
鉄
道
と
同
じ
資
本
系
列
の
箱
根
土
地
株
式
会
社
こ
九
四
四
年
に
国
土
計
画
興
業
と
改
称
、

現
在
西
武
鉄
道
の
系
列

会
社
v

は
一
九
三
五
年
(
昭
和
一

O
)
頃
よ
り
長
岡
温
泉
地
区
北
方
一
帯
に
土
地
買
収
を
進
め
、

よ
り
別
荘

一
九
四
一
年
(
昭
和
二
ハ
)

地
分
譲
を
開
始
し
た
。

一
九
四
五
年
の
分
譲
地
区
画
図
に
よ
れ
ば
、
二
一
二
区
画
、
約
四
八
、

八
O
O坪
が
売
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

一
部
を
分
譲
し
た
の
み
で
一
九
五
三
年
に
は
分
譲
を
終
了
し
た
。

い
ま
、
売
買
契
約
時
に
お
け
る
土
地
購
入
者
の
住
所
を
調
べ
る
と
、
四
四
人
中
、
二
一
人
は
伊
豆
長
岡
町
内
、

一
二
人
が
東
京
、
二
人

が
神
奈
川
県
で
あ
り
、
中
央
の
人
々
は
別
荘
地
利
用
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
地
元
民
は
投
機
的
目
的
が
強
く
、
そ
の
後
の
土
地
所
有
者

は
変
化
が
著
し
い
。

駿
豆
鉄
道
は
一
九
四
七
年
に
は
古
奈
温
泉
地
区
の
別
荘
を
買
収
し
て
旅
館
業
を
始
め
る
と
と
も
に
、

一
九
五
五
年
に
は
長
岡
温
泉
地
区

温泉観光集落の発達と機能

の
分
譲
地
を
利
用
し
て
ホ
テ
ル
を
開
業
す
る
な
ど
、
中
央
交
通
資
本
の
観
光
産
業
化
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
央
観
光
資
木
の

土
地
開
発
に
よ
っ
て
、
長
岡
地
区
の
温
泉
観
光
集
落
は
北
方
へ
と
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
観
光
産
業
の
う
ち
中
核
的
観
光
業
と
し
て
の
旅
館
業
の
形
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
三
表
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

修
善
寺
に
は
近
世
期
か
ら
明
治
初
期
に
成
立
し
た
旅
館
は
一

O
軒
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
地
元
民
に
よ
る
開
業
で
あ
っ
た
。
大
正
期
に
は

二
軒
増
え
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
駿
豆
鉄
道
が
開
通
し
た
昭
和
初
期
に
増
加
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、

は
じ
め
て
県
内
お
よ
び
県
外
か
ら
の

転
入
者
に
よ
る
旅
館
営
業
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
土
着
旅
館
の
別
館
が
発
生
し
た
と
と
も
に
関
連
観
光
業
か
ら
の
転
換
も
み
ら
れ
た
。
第
二
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次
世
界
大
戦
後
に
は
外
来
資
本
(
中
央
大
資
本
で
は
な
い
)

の
進
出
が
著
し
く
な
っ
て
、
そ
の
数
を
増
し
て
き
た
。
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第3表修善寺・伊豆長岡における旅館業の形成

長 岡室主 寺 伊 豆

一
五
内
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2 2 4 9 18 

3 

1 

4 

2

1

9

 
3 

1 

5 

ー

ム

唱
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1 
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|4 2 トは吐三~__J~J二~I1_111二I__~~
注 1. 筆者の聞き取り調査による

2. 1967年現在の現存業者についての数である

3. 土産品広は参考に掲げた



伊
豆
長
岡
に
お
い
て
は
、
明
治
末
期
の
長
岡
温
泉
の
成
立
に
よ
っ
て
古
奈
地
区
も
刺
激
を
う
け
、
新
た
に
源
泉
堀
さ
く
が
進
み
⑬
、

大

正
期
を
通
じ
て
一
四
軒
も
の
旅
館
が
発
生
し
た
。
士
口
奈
地
区
で
は
地
元
住
民
(
地
主
層
が
中
心
)
が
開
業
し
、
長
岡
地
区
で
は
外
来
者
が

旅
館
経
営
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
至
る
と
三
八
軒
の
顕
著
な
増
加
を
示

し
、
と
く
に
一
九
五
五
年
以
後
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
出
身
地
を
み
る
と
、
二
三
軒
が
地
元
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
O
軒
は
農
業
か
ら

の
転
業
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
県
外
か
ら
の
進
出
者
も
一
三
軒
に
達
し
、
そ
の
前
職
は
多
様
で
あ
る
が
、

四
軒
は
中
央
観

光
資
本
の
経
営
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

以
上
の
よ
う
に
、
修
善
寺
で
は
地
元
資
本
の
比
重
が
高
い
の
で
あ
る
が
、
伊
豆
長
岡
で
は
温
泉
集
落
形
成
の
当
初
に
お
い
て
す
で
に
外

来
者
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
は
外
来
資
本
と
同
じ
く
地
元
資
本
の
観
光
産
業
化
が
盛
ん
で
、
両
者
の
混
在
し
た

発
達
過
程
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

温泉観光集落の発達と機能

三
、
温
泉
観
光
集
落
の
経
済
的
機
能

A
、
観
光
産
業
活
動

一
九
六
五
年
の
産
業
構
成
中
、

サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者
率
は
修
善
寺
が
二
五
・
O
%
、
伊
豆
長
岡
が
四
一
・
四
%
で
あ
り
、
修
善
寺
町
で

そ
の
値
が
低
い
。

一
九
五
O
年
で
は
、
修
善
寺
が
一
一
・
七
%
、
伊
豆
長
岡
が
二
七
・
七
%
で
あ
り
、
修
善
寺
の
観
光
産
業
の
た
ち
お
く

れ
が
指
摘
さ
れ
る
。

つ
い
で
、
観
光
産
業
構
成
を
示
し
た
の
が
第
四
表
で
あ
る
。
修
善
寺
で
は
土
産
品
庖
が
三
八
軒
で
多
く
、
飲
食
庖
は
四
O
軒
で
、

y 
ζ 

の
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う
ち
食
堂
が
三
三
軒
を
占
め
て
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
伊
豆
長
岡
で
は
土
産
品
匝
が
修
善
寺
の
半
数
に
す
ぎ
な
い
が
、
飲
食
匝
は
七
八
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修善寺・伊豆長岡の観光産業構成

¥観光¥温産泉業観¥光¥地J| 修善寺 伊豆長岡

旅 館 41千市平f 1 64 軒

保養所 2 8 

土産品庖 38 19 

食 堂 33 29 

7 49 

娯楽場 18 17 

マッサージ業 6 33 

芸妓屋 9 58 

タクシー会社 1 4 

計 155 281 

1. 修善寺町・伊豆長岡町，事業所統計

1966年

2. 温泉観光集落としての範囲のみ

注

軒
と
著
し
く
多
く
、

と
く
に
パ
ー
が
四
八
軒
も
あ
っ
て
歓
楽
郷

に
お
い
て
も
修
善
寺
と
は
対
照
を
な
し
て
い
る
o

し、
O 

的
特
性
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
や
芸
妓
屋
数

第4表
」
こ
で
、
旅
館
業
の
現
況
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た

修善寺・伊豆長岡における旅館の売上高別構成

温泉観光地 修 善 寺 伊豆長岡

年間宿泊人数 61. 9万人 114.4万人

年 間 売上高 1，733百万円 2，404百万円

軒百万円 % 軒百万円 ア6
1億円< 5 804 46.5 4 '1 530'~1 22.1 
万

5，000-1億 8 532 

3，000-5，000! 3 118 6.8 11! 408 17.0 

2，000-3，000 1 4 91 5.3 1 7 1 170 I 7.1 

143 8. 2 1 9! 139 1 5. 7 

500-1，000 1 5 33 1.8 I 7 I 47 I 2.0 

500万> 5 11 O. 6! 5 I 17 I O. 7 

言十 1 41 11，733 1100.0 57 1 2，404 1100。

第5表

ま
ず
収
容
力
総
数
を
み
る
と
、
修
善
寺
は
四
、
六

O
O人
、
伊
豆
長
岡
は
七
、

町役場税務統計および旅館組合資料

1965年現在

1. 

2. 
注

五
O
O人
で
あ
り
、
そ
の
規
模
別
構
成
は
修
善
寺
で
は

一
部
の
大
旅
館
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
小
規
模
旅
館
が
多
く
、
伊
豆
長
岡
で
は
一

O
O
!一一
O
O人
程
度
の
中
規
模
旅
館
が
中
心
と
な
っ
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旅館の成立期および旅行あっ旋業者との結合からみた稼働率と収容力

との関係 注1. 修得寺および伊豆長岡旅館組合の宿泊客統計

2. 1965年

300人100 200 

収容人 員

第2図

て
い
る
。
つ
ぎ
に
旅
館
の
年
間
売
り
上
げ
高
は
一
九
六
五
年
で
は
、
修
善

寺
が
一
七
・
一
二
億
円
、
伊
豆
長
岡
が
二
四
・
O
億
円
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
構
成
を
み
る
と
(
第
五
表
)
、
修
善
寺
で
は
一
億
円
以
上
の
旅
館
が
五

軒
あ
り
、

そ
の
総
額
は
八
億
円
を
占
め

(
総
売
上
高
の
四
五
・
五
%
)
、

少
数
有
力
旅
館
の
地
域
経
済
に
お
け
る
独
占
的
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
に

対
し
て
、

伊
豆
長
岡
で
は
一
億
円
以
上
の
旅
館
は
四
軒
で
五
・
一
二
億
円

(
二
了
一
%
)
に
す
ぎ
ず
、

五、

0
0
0万
i
一
億
円
級
が
一
O
夙
九

億
円
(
四
五
・
四
%
)
を
占
め
て
お
り
、

知
れ
る
。

」
の
級
に
中
心
が
あ
る
こ
と
が

さ
ら
に
、
旅
館
の
収
容
規
模
と
年
間
稼
働
率
と
の
関
係
を
旅
館
開
業
年

と
旅
行
あ
っ
旋
業
者
と
の
結
び
つ
き
に
視
点
を
お
い
て
図
示
し
た
の
が
第

二
図
で
あ
る
。
修
善
寺
で
は
一
九
一
一
年
(
明
治
四
四
)
ま
で
に
成
立
し

た
地
元
旅
館
層
が
収
容
力
・
稼
働
率
と
も
に
優
位
に
あ
る
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
発
生
し
た
小
旅
館
群
は
交
通
公
社
協
定
で
あ
っ
て
も
稼
働
率
は

O
%
以
下
で
低
い
。

い
っ
ぽ
う
、
伊
豆
長
岡
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
成
立
し
た
旅
館
は
収

容
力
が
大
で
稼
働
率
も
高
い
の
で
あ
る
が
、
大
戦
後
に
成
立
し
た
新
興
旅
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館
中
、
交
通
公
社
協
定
の
旅
館
も
ま
た
稼
働
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
新
興
旅
館
で
非
加
盟
・
非
協
定
の
小
旅
館
群
は
稼

働
率
が
三
O
%
以
下
で
低
率
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
伊
豆
長
岡
温
泉
が
新
興
温
泉
で
歓
楽
的
性
格
が
強
い
た
め
に
お
こ
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
て
、
修
善
寺
で
は
少
数
の
歴
史
性
を
有
す
る
地
元
有
力
旅
館
の
地
位
が
著
し
く
高
い
が
、
伊
豆
長
岡
で
は
新
旧
旅
館
が
混
在
し

て

い
ず
れ
も
そ
の
地
位
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

修善寺・伊豆長隔の観光市場構成

|ι?? 修善寺

。針71 
W ハo

北 海 ω| 71 0.0 

東 北 524 4.0i 1321 0.6 

関

東京JII 

1，847 14.1: 4， 700 19. 7 

|東 5，498 41. 9 10， 186 42. 7 

ネ申 ヌ刀5ミζ 1，117 8.5 2， 145 9.0 

官争 岡 922 7.0 3，940 16.5 

愛 知 538 4.1 999 4.2 

その他中部 952 7.2 1，027 4.3 

近 畿 1，2551 

9.6 627 2.6 

中 国 60| 0.5 23 O. 1 

2.2 22 0.1 

九州 制 0.3 29 O. 1 

サンプル数 |ω5| 100.01 仰 301 100.0 

第 B表

日観連静岡支部「旅客動態調査」

1965年 4月26日""28日1
11月12日""14日1のアンケート調査の

1966年 8月4日""6日i合計数をまとめた

グ 12月4日""6日}

1. 

2. 

i主

B
、
観
光
市
場

修
善
寺
・
伊
豆
長
岡
の
観
光
市
場
構
成
を
比
較
検
討

す
る
と
、
両
者
と
も
に
東
京
市
場
の
占
有
率
が
約
四

泌
を
示
し
、

い
ず
れ
も
大
都
市
観
光
市
場
と
の
結
び
つ

き
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
(
第

六
表
)
0

し
か
し
、
東
北
以
北
と
近
畿
以
西
を
合
せ
た

市
場
占
有
率
は
、

修
善
寺
で
は

一
七
・
三
%
で
あ
る

カ三

伊
豆
長
岡
で
は
三
・
五
%
に
す
ぎ
ず
、

、いつ

44m

l

i

 

ぅ
、
静
岡
県
内
の
ロ
ー
カ
ル
市
場
占
有
率
は
、
修
善
寺

で
は
七
・
O
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
伊
豆
長
岡
で
は

六
・
五
%
と
高
率
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
相
対
的
に
み



れ
ぽ
、
積
善
寺
の
観
光
市
場
は
広
域
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
が
、
観
光
客
の
絶
対
数
で
み
る
と
伊
豆
長
岡
の
半
数
に
す
、
ぎ
な
い
。

市
場
の
広
域
化
は
観
光
資
源
と
し
て
修
禅
寺
を
持
ち
、

こ
の
よ
う
な
観
光
市
場
の
広
狭
性
は
観
光
客
の
質
的
差
異
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
七
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
修
善
寺
の
観
光

桂
川
渓
谷
の
閑
静
な
情
緒
も
あ
っ
て
新
婚
旅
行
地
に
選
定
さ
れ
易
い
た
め
で
あ

り
、
そ
れ
は
優
等
列
車
の
利
用
、
長
期
旅
行
の
卓
越
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
o

伊
豆
長
岡
で
は
貸
切
パ
ス
を
利
用
し
た
日
帰
り
、

泊
旅
行
(
近
隣
地
域
か
ら
の
忘
年
会
・
新
年
会
な
ど
の
宴
会
場
と
し
て
の
利
用
も
多
い
)
が
圧
倒
的
に
多
く
、
団
体
向
の
遊
興
的
性
格
が

温泉観光集落の発達と機能

一
%
一

一
O
一

2

8

一
6

6

8

一
0

4

2

3

1

0

2

8

7

2

8

3

一

回

F

一
O
一

4

5

一
1

5

2

一
4

5

6

1

3

5

0

1

9

1

6

5

一

I

一
O
一

3

6

9

8

}

2

4

1

A

一

絡

一

長

一

1

一

一

一

一

一

月
一
一
豆
一
ぬ
一
回
目
一
位
お
む
一

ω
河

田

幻

m
-
引

必

回

n
幻
関
川
町
一

日

一

一

一

一

6

一
0

2

4

3

7

一
1

一

寄
一
伊
一
丸
一
&
丸
一

L

L

一
仏

L

L

一
1

.

F
切

っ
H

Q

円
ム

L
一

光

一

一

2

一

1

一

2

一

2

一

一

作
」
竺
什
什
一
バ
バ
リ
パ
バ
川
川
川
口
叶
川
川
川

l

川
J
U
一

問
一
寺
一
仏
一
4
丘
一
&
a
a
一
L

Q

山

&
ι
&
一

L

L

F

L

日
仏

o
ι
A
U
F
弘
一
じ

長

一

一

一

山

一

4

5

一

6

1

1

一

7

1

一

1

2

1

2

1

一

同

豆

一

善

司

l
d
4
1つ
可

d
l
r
4
d
4
4
j
J
J
4
4
4
4一
応

弔

ア

一

一

ηφ

一
Q
u
o
d
-
n
d
A吐

F

b

q

u

Q

d

つh
R
U

つ
ん
一
、
i

内
U
Q
U

つん

n
u
Q
d
n
u

一七宍

T
一

一

1

一
8

2

一
9

4

8

一
4

4

4

9

8

一
5

2

3

3

7

8

7

-

5

一
彦
一

h
一
、

v
f
h
L

，一

h

，

-

'

'

'

'

'

一

6

一
五
中
一
ミ

d

一
円
，
a
-
n
x
u

つ臼

1
1

一円汐

τ

i

-

可
ム
つ
d

1

i

q

υ

1

ょ

一

寺

一

一

工

一

J

，
一

i

J

一

!

一

'a

謹

ヨ

一

一

一

一

一

一

一

士

院

E-J1両
側
証
判
U
3
利
詞
刷
制
叫
一
料
管
m
劃
ベ
割
問
一
酌

十

一

献

¥

一

峨

三

一

汁

以

一

の

一

幹

パ

用

の

一

咋

7
一
泉
下
¥
一
。
7

一

人

一

り

泊

一

一

新

特

急

並

日

切

家

一

典

第

一

温

標

一

ぺ

一

個

団

長

2

3

一

観

会

商

新

そ

一

f
1
7
j
L
貸

自

そ

一

血

¥

一

:

一

一

日

一

釘

遥

¥

指

一

サ

一

形

態

一

定

一

一

交

通

¥

一

旅

行

一

方

139 

旅

行

目

的

程

機

関

注

修善寺・伊豆長岡の宿泊申込方法

l孟担当 修善寺 伊豆長岡

2，993 22.8% 11，997 50，3% 

交通公社 3，309 25.2 1，126 4.7 
そ の 他 の

4，673 35.6 7，897 33.1 
直あっ営せ案ん内業所者

1，046 8.0 1，722 7.2 

最害駅| 141 1.1 

旅館組合 158 1.2 54i 0.2 

その他 819 6.1 8161 3.4 

計 i山

第 8，表

出典・年度は第 6表に同じ注
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第 3図修善寺における源泉の分布と引湯関係

注 1. 修善寺温泉組合の祖泉台帳および修善寺保健所の温泉一斉調査結果による
2. 1967年現在



如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
宿
泊
申
込
方
法
に
つ
い
て
み
る
と
(
第
八
表
)
、
両
温
泉
観
光
地
と
も
に
交
通
公
社
を
除
く
旅
行
あ
っ
旋
業
者
に
約
三
分
の
一

を
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
他
、
修
善
寺
で
は
交
通
公
社
経
由
が
二
五
・
二
%
で
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
が
、

伊
豆
長
岡
で
は
直
接
申
込
が

五
0
・
三
%
で
あ
り
、
客
種
の
差
異
と
対
応
し
て
い
る
。

四
、
温
泉
観
光
集
落
形
成
の
社
会
経
済
的
意
義

A
、
温
泉
所
有
形
態

修
善
寺
に
お
け
る
源
泉
の
開
発
状
況
と
旅
館
の
引
湯
関
係
を
示
し
た
の
が
第
三
図
で
あ
る
。
第
三
図
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
近
世
期
に
は

修
禅
寺
門
前
の
自
然
湧
出
の
共
同
湯
の
み
を
利
用
し
、
そ
の
所
有
権
は
村
民
共
有
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
初
年
に
桂
川
右
岸
に
私
有
泉

の
掘
さ
く
が
は
じ
ま
り
、
内
湯
旅
館
が
発
生
し
た
。

一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
)

の
豆
州
修
善
寺
温
泉
改
図
に
記
さ
れ
た
私
有
泉
は
一
八

温泉観光集落の発達と機能

本
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
け
で
は
、
地
元
の
同
族
集
団
を
形
成
し
て
い
る
新
井
・
菊
屋
・
野
田
屋
・
水
月
の
四
旅
館
が
八
本
を
所
有
し
、

そ
の
他
の
源
泉
は
各
旅
館
が
一
本
ず
つ
所
有
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
っ
て
温
泉
量
の
不
足
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
同
族
の
有
力
旅
館
は
単
独
に
て
桂
川
上
流
部
へ

向
っ
て
源
泉
掘
さ
く
を
進
め
て
い
っ
た
o

同
時
に
小
規
模
零
細
な
新
興
旅
館
は
い
ず
れ
も
二
四
軒
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
掘
さ
く
を
お

こ
な
い
、
そ
れ
を
分
湯
利
用
す
る
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
歴
史
性
を
有
し
た
地
元
有
力
旅
館
層
の
温
泉
支
配
体
制
が

形
成
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

141 

一
九
六
七
年
二
月
現
在
の
修
善
寺
保
健
所
源
泉
調
査
結
果
に
よ
り
個
人
所
有
源
泉
数
と
そ
の
湯
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
新
井
旅
館
(
源
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泉
数
五
本
)
が
一
八
六
九
¥
自
庄
で
全
湯
量
の
一

0
・
一
%
を
占
め
、

つ
い
で
、
菊
屋
(
五
本
)
が
一
六
六
ぞ
B
Z
で
九
・
O
%
と
な
り
、
同

族
で
あ
る
野
田
屋
・
水
月
の
湯
量
を
加
え
る
と
修
善
寺
温
泉
湧
出
量
の
二
六
・
一
二
%
を
所
有
す
る
に
至
る
。

な
お
、
修
善
寺
に
は
こ
の
他
に
も
三
つ
の
同
族
旅
館
業
者
集
団
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
旅
館
数
は
全
旅
館
の
三
分
の
一
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
近
世
期
に
名
主
で
あ
っ
た
新
井
・
菊
屋
・
野
田
屋
の
同
族
集
団
が
修
善
寺
温
泉
開
発
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
き
た
の
で

あ
り
、

こ
の
よ
う
な
温
泉
支
配
機
構
の
も
と
で
は
排
他
的
色
彩
が
強
く
、
外
来
資
本
の
み
な
ら
ず
地
元
旅
館
業
者
の
温
泉
掘
さ
く
も
自
由

に
は
進
ま
な
か
っ
た
。

一
九
四
一
年
(
昭
和
二
ハ
)

に
実
施
さ
れ
た
修
善
寺
温
泉
統
一
掘
さ
く
は
、

一
九
三
五
年
(
昭
和
一

O
)
頃
か
ら
湯
量
減
少
が
著
し
く

な
っ
た
結
果
、
乱
掘
防
止
・
温
泉
保
護
の
意
味
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
湯
量
豊
富
の
新
井
・
菊
屋
・
野
田
屋
・
水
月
の

同
族
集
団
が
一
派
を
な
し
て
温
泉
統
一
掘
さ
く
に
反
対
し
、
残
り
旅
館
が
ま
と
ま
っ
て
こ
れ
に
対
抗
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
掘
さ
く
を
申
請
し

た
の
で
あ
っ
た
。

結
局
、
修
善
寺
町
長
名
儀
で
掘
さ
く
を
お
こ
な
う
こ
と
で
両
派
が
協
調
し
、
こ
こ
に
当
時
の
有
力
な
九
旅
館
が
温
泉
試
掘
組
合
を
設
立

し
て
一
号
四
号
の
源
泉
掘
さ
く
を
実
施
し
た
も
の
の
戦
時
体
制
下
に
あ
っ
て
中
止
さ
れ
、
こ
の
問
題
は
終
結
を
み
た
。

一
九
五
二
年
に

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
著
し
い
乱
掘
の
防
止
と
既
設
源
泉
の
保
護
を
は
か
る
た
め
に
、

温
泉
試
掘
組
合
を
基
礎
と
し
て
修
善
寺
温

泉
事
業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
。
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
の
旅
館
業
者
二
ハ
軒
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、

そ
の
中
核
は
新

井
・
菊
屋
両
旅
館
で
あ
っ
て
、

一
九
六
六
年
度
事
業
報
告
書
に
み
え
る
出
資
金
比
率
は
両
旅
館
で
四
七
・
二
%
に
お
よ
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
、
修
善
寺
温
泉
事
業
協
同
組
合
の
温
泉
工
事
規
約
@
を
み
れ
ば
、
新
規
掘
さ
く
工
事
は
組
合
名
儀
で
申
請
し
、
そ
の
掘
さ
く
地

点
は
既
設
源
泉
と
の
水
平
距
離
一
五

O
m
以
上
の
こ
と
な
ど
の
制
限
を
つ
け
、
組
合
に
源
泉
掘
さ
く
の
主
体
性
を
持
た
せ
た
意
図
が
知
れ
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る
。
そ
の
後
、
全
温
泉
権
利
者
団
体
で
あ
る
修
善
寺
温
泉
組
合
に
そ
の
機
能
を
移
し
、
温
泉
掘
さ
く
の
規
制
は
強
め
ら
れ
て
い
る
⑮
O

こ
う
し
て
、
新
井
旅
館
で
は
豊
富
な
温
泉
の
余
分
を
プ
l
ル
に
流
し
て
い
る
が
、
中
小
旅
館
群
は
共
同
で
分
湯
利
用
し
て
い
る
た
め

-
f

」、

一
軒
当
り
の
湯
量
は
せ
い
ぜ
い
一

O
l
一
五
ど
B
Z
位
に
し
か
な
ら
ず
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
中
小
旅
館
は
借
地
を
し
て
掘
さ
く
す
る

た
め
に
地
主
へ
の
湧
出
量
の
約
二

O
Mを
無
償
で
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
引
湯
量
は
さ
ら
に
少
な
く
な
る
の
で
あ
る
o

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
前
記
第
三
図
に
示
し
た
修
善
寺
共
同
引
湯
パ
イ
プ
の
成
立
で
あ
る
が
、

」
れ
は
一
九
六
五
年
に
修
善
寺

温
泉
事
業
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
水
月
旅
館
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
水
月
や
菊
屋
な
ど
地
元
有
力
旅
館

が
湯
量
の
減
少
を
き
た
し
た
た
め
に
二
九
五
五
年
以
後
、
桂
川
上
流
地
域
へ
掘
さ
く
を
進
め
て
約
六

O

七

O
度
C
の
温
泉
を
得
た
が
、

現
在
の
集
落
ま
で
引
湯
す
る
の
に
温
度
低
下
が
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
に
、
そ
の
後
に
外
来
資
本
や
地
元
資
本
が
続
川
右
岸
に
約
八

O

度
C
の
高
温
の
源
泉
を
得
た
も
の
を
合
流
し
て
温
泉
中
心
街
ま
で
引
湯
し
、
分
湯
タ
ン
ク
で
配
湯
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
修
善
寺
に
お
い
て
は
、

一
部
の
地
元
有
力
旅
館
の
温
泉
支
配
体
制
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
o

伊
豆
長
岡
に
お
け
る
源
泉
の
開
発
状
況
と
旅
館
の
引
湯
関
係
を
示
し
た
の
が
第
四
図
で
あ
る
。
長
岡
地
区
の
温
泉
利
用
は
第
二
次
世
界

大
戦
前
で
は
、
長
岡
鉱
泉
株
式
会
社
の
支
配
下
に
あ
っ
て
自
由
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
末
期
に
新
規
掘
さ
く
を
お
こ
な
っ
た

地
主
達
が
、
そ
の
後
の
温
泉
利
用
上
の
紛
争
を
避
け
る
た
め
に
源
泉
を
統
一
し
て
会
社
組
織
と
し
、

温
泉
利
用
者
で
あ
っ
た
旅
館
業
者

(
外
来
者
が
主
体
)
に
は
経
営
参
加
を
認
め
ず
、
引
湯
権
利
者
と
し
て
の
地
位
に
留
め
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
主
達
は
温
泉
供

給
業
者
と
し
て
、
そ
の
後
の
周
辺
地
区
の
新
規
掘
さ
く
を
規
制
し
て
き
た
た
め
に
、
長
岡
地
区
に
お
い
て
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
至
る

ま
で
は
旅
館
形
成
に
よ
る
温
泉
観
光
集
落
の
拡
大
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
と
、
引
揚
権
利
者
で
あ
る
旅
館
業
者
か
ら
温
泉
所
有
権
の
譲
渡
が
叫
ば
れ
、

一
九
四
六
年
一
一
月
に
彼
等



は
温
泉
所
有
権
を
獲
得
し
、
同
年
一
一
一
月
よ
り
伊
豆
長
岡
温
泉
株
式
会
社
と
し
て
今
日
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
、
そ
の
後
長
岡
温
泉
株
式

会
社
は
新
た
に
三
本
の
源
泉
を
掘
さ
く
し
て
旅
館
や
個
人
宅
へ
分
湯
し
て
き
た
⑬
O

な
お
、
長
岡
地
区
に
お
け
る
中
央
観
光
資
本
に
よ
る

温
泉
開
発
は
、
国
土
計
画
株
式
会
社
や
荏
原
観
光
株
式
会
社
な
ど
に
よ
っ
て
温
泉
街
北
方
一
帯
に
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
源
泉
数
は
九
本

を
数
え
た
。

こ
こ
で
、

一
九
六
六
年
↓
二
月
現
在
の
三
島
保
健
所
管
内
温
泉
調
査
表
に
よ
れ
ば
、

長
岡
地
区
の
湧
出
量
一
、

八
八
回
目
¥
5ぽ
の
う

ち
、
長
岡
温
泉
株
式
会
社
(
源
泉
九
本
)
が
一
一
二
三
宅
宮
古
(
一
六
・
七
%
)
で
あ
り
、
中
央
観
光
資
本
で
あ
る
丸
山
園
観
光
ホ
テ
ル
(
四

本
)
が
二
五
三
宅
5
2
(
一
一
一
了
五
彪
)
、
荏
原
観
光
ホ
テ
ル
(
三
本
)
が
一
二
四
司
自
由
ロ
(
六
・
六
%
)
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
経
営
の
伊
豆
ホ

テ
ル
(
四
本
)
が
九
四
ぞ
宮
山
口
(
五
・

O
M
)
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
他
の
観
光
業
者
を
も
含
め
て
水
団
地
帯
に
温
泉
開
発
が
展
開
し
て

い
る
。古

奈
地
区
で
は
、

一
九
五
一
年
に
旧
本
陣
石
橋
旅
館
を
中
心
と
し
、
温
泉
保
護
対
策
と
し
て
古
奈
温
泉
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
石
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橋
組
合
長
の
覚
書
@
に
よ
れ
ば
、

「
:
:
:
地
域
的
な
保
護
開
発
を
目
的
と
し
て
、
古
奈
区
民
全
員
が
出
資
者
と
な
っ
て
二
カ
所
の
共
同
湯

を
維
持
し
且
既
設
業
者
に
し
て
源
泉
が
枯
渇
に
ひ
ん
し
て
い
る
者
等
が
各
自
の
掘
さ
く
に
走
ら
ぬ
様
、
共
存
の
目
的
と
外
部
か
ら
ブ
ロ

l

カ
l
的
な
者
の
介
入
を
防
ぐ
故
を
以
て
設
立
さ
れ
た
:
:
:
」
と
あ
り
、
温
泉
の
共
同
管
理
体
制
が
確
立
し
た
。
組
合
は
そ
の
後
、
九
本
の

ボ
ー
リ
ン
グ
を
お
こ
な
い
一
九
六
七
年
現
在
、
旅
館
一
二
一
軒
、
料
理
庖
な
ど
二

O
軒
、
個
人
宅
二
軒
、
共
同
湯
二
カ
所
の
計
三
七
口
が
分

湯
さ
れ
、
水
田
地
帯
に
新
興
旅
館
が
発
生
し
て
集
落
が
伊
豆
長
岡
駅
方
向
へ
伸
長
し
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
古
奈
地
区
総
湯
量
九
二
七
ぞ
B
E
中
、
古
奈
温
泉
協
同
組
合
(
源
泉
九
本
、
使
用
中
は
七
本
)
が
二
七
四
ぞ
B
Z
(
二
九
・

六
万
)
を
占
め
、
そ
の
他
に
は
地
元
資
本
が
比
較
的
多
く
所
有
し
て
い
る
。
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第 B表 修善寺における大土地所有者

L¥; 名 月設 業
|主(凶器[宅地|

回 知1

tl' 反ー

-里子 日1 八 日11 旅 館 業 11，125 9，894 6.4 17.0 

-相 )泉 JlE j 旅 館 業 10，875 5，278 7.1 4.9 

修 禅 寺 刊ヤ もヒ 9，030 12，480 3.4 9.4 

-浅 >J;j f白色 旅 館 業 4，240 2，237 1.0 1.3 

-原 期7 次 旅 官自 業 3，844 3，214 2.8 3.6 

-植 回 ヰヰ 旅 館 業 3，672 3，183 1.1 2.3 

0小 森 泰 次 旅館業・木工業 2，698 5，760 3.8 

ム波多野佐 一 1ft( 館 業 1，848 1，261 

0真野ゆ り子 』長 館 業 1，784 709 

-野田八太夫 旅 館 業 1，646 2，577 1.5 7.6 

- 波多野 進 方友 官自 業 1，359 627 1.8 

f畠 井 喜 1ft ノ，LI¥、 務 員 1，324 1，776 3.6 

V修善寺ニュータウン 不動産業 1，232 

ム松 内 静 江 力主 官官 業 1，186 787 

-鈴木喜代子 旅 館 業 1，041 386 

i:t 1. 修善寺町役場税務課土地課税台帳 1967/'1' 

2. 土地評価額 1，000万円以上

3. A-A， B-B は同族関係
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以
上
の
よ
う
に
、
修
善
寺
に
お
い
て
は
温
泉
所
有
者
は
少
数
の
地
元
有
力
旅
館
業
者
で
あ
り
、

し
か
も
そ
れ
は
同
族
集
団
を
形
成
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
大
規
模
で
自
由
な
温
泉
開
発
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
伊
豆
長
岡
に
お
い
て
は
中
央
観
光
資
本
・
地
元
資
本
と
も
に
積
極

的
な
温
泉
開
発
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

B
、
土
地
所
有
関
係

修
善
寺
に
お
け
る
大
土
地
所
有
者
と
し
て
は
、
第
九
表
に
み
る
よ
う
に
、
地
元
資
本
で
あ
り
温
泉
の
独
占
的
所
有
者
で
あ
る
菊
屋
(
野

田
八
郎
)
と
新
井
(
相
原
浩
二
)
両
旅
館
が
と
も
に
土
地
評
価
額
一
億
円
以
上
を
示
し
て
最
大
で
あ
る
o

菊
屋
は
宅
地
約
一
万
坪
を
所
有

し
、
畑
地
一
・
七
町
、
山
主
四
四
町
、
原
野
五
・
九
町
な
ど
、

い
ず
れ
も
修
善
寺
町
で
最
大
で
あ
る
。
修
禅
寺
が
こ
れ
ら
両
旅
館
に
つ
い

で
土
地
評
価
額
が
九
、

0
0
0万
円
を
示
し
て
い
る
が
、
宅
地
面
積
で
は
約
二
一
、

五
O
O坪
に
お
よ
ん
で
い
る
。
以
下
の
三
人
も
地
元

旅
館
業
者
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
宅
地
面
積
は
い
ず
れ
も
二
、

0
0
0坪
以
上
で
あ
り
、
地
元
資
本
の
土
地
占
拠
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か

温泉観光集落の発達と機能

も
、
こ
れ
ら
の
大
土
地
所
有
者
が
同
族
関
係
に
あ
る
と
こ
ろ
に
外
来
資
本
に
よ
る
修
善
寺
の
温
泉
場
の
近
代
的
開
発
は
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
中
央
観
光
資
本
の
進
出
は
修
善
寺
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
会
社
の
よ
う
に
、
温
泉
場
周
辺
地
域
に
限
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
O 

こ
こ
で
、
修
善
寺
に
お
け
る
大
土
地
所
有
者
の
所
有
地
の
分
布
を
み
る
と
(
第
五
図
)
、
桂
川
沿
い
に
修
禅
寺
門
前
か
ら
上
流
一
帯
は
新

井
旅
館
が
、
下
流
一
帯
は
菊
屋
旅
館
が
独
占
的
に
所
有
し
て
い
る
o

修
禅
寺
門
前
か
ら
上
流
の
桂
川
左
岸
は
新
井
旅
館
の
所
有
地
で
あ
る

た
め
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
発
生
し
た
小
旅
館
群
は
河
岸
を
離
れ
た
地
五
に
集
中
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
o

ま
た
、
修
禅
寺
所
有
地

こ
の
よ
う
な
門
前
町
と
し
て
機
能
し
て
い
た
特
殊
事
情
が
修
善
寺
の
温
泉
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が
温
泉
観
光
集
落
の
中
心
部
に
広
範
囲
に
ひ
ろ
が
っ
て
お
り
、



∞
叩
同 第10表伊豆長岡における大土地所有者

ト

ι域
)
地

着
隣

土
近

木

本

本

資
'
資
資

元
氏
外
央

地

県

中
・O
ム
V

氏 名 開設 業
| 主 品 宅 地 l回 止問 l山林 i原野|鉱泉地

万円 坪 反 反 反 反 坪

V東海観光 KK 旅館業・不動産業 10，895 4，449 9.5 1 

V国土計画・伊豆箱根鉄道KK 旅館業・交通業・観光業 9，037 20，951 99.3 7 

-松 本 重 1、2旦と 旅 館 業 7，125 5，055 0.5 0.9 29.4 2 

0杉 本 旭 旅 館 業 6，014 5，639 0.6 31. 8 1 

野 一2睡d註ι 旅 館 業 4，761 3，917 2.0 1 

0池 回 直 旅 館 業 4，389 1，352 
.;松 木 東 1工 旅 館 業 2，345 1，156 1.6 

-波 辺 鋭 』交 官官 業 2，320 805 

-蛭 海 寛 _. 旅 官白 業 2，109 4，395 2.4 20.2 2 

ム杉 j甫 勝 美 方主 館 業 1，716 1，255 
V東急、不動産 KK 不 動 戸主 業 1，653 1，646 8.1 1 

ム神尾ゆきえ 1irc 館 業 1，594 1，340 8.0 

-西 島 正 {乍 方在 館 業 1，587 1，927 0.4 

ム池 τノ~3- 守 正 旅 館 業 1，449 1，347 1.0 1.4 2 

0望 月 三ノE斗 j¥、 旅 館 業 1，409 969 1 

ム渡 辺 在喜 江 旅 館 業 1，399 3，550 8.8 2 

ム杉 浦 新 治 旅 館 業 1，353 1，655 2.9 1 

0杉 山 ま ザコ 旅 飴' 業 1，282 885 

-井 )1¥ 雄 旅 館 業 1，271 1，074 2 

-花 房 昭 旅 官自 業 1，243 1，647 1.1 13.4 2 

V荏原観光 K K 旅館業・観光業 1，234 2，249 9.7 3 

-杉 山 源、 平 旅 館 業 1， 134 482 1.1 8.5 0.2 

注1. 伊豆長岡町税務課土地名寄帳 1967年
2. 土地評価額 1，000万円以上
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観
光
集
落
空
間
を
限
定
し
、
そ
の
拡
大
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

い
っ
ぽ
う
伊
豆
長
岡
に
お
け
る
大
土
地
所
有
者
は
(
第
一

O
表
)
、
中
央
観
光
資
本
で
あ
る
東
海
観
光
株
式
会
社
が
土
地
評
価
額
一
億

一、

0
0
0万
円
で
最
大
を
示
し
、
国
土
計
画
・
伊
豆
箱
根
鉄
道
な
ど
の
西
武
資
本
系
列
会
社
が
九
、

0
0
0万
円
で
こ
れ
に
つ
い
で
い

る
o

こ
の
よ
う
に
、
東
海
観
光
の
土
地
評
価
額
が
高
い
の
は
、
長
岡
地
区
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
所
有
面
積
か
ら
み

れ
ば
、
西
武
資
本
系
が
宅
地
二
一
、

0
0
0坪
を
示
し
て
東
海
観
光
の
約
五
倍
に
達
し
て
い
る
o

さ
ら
に
、
山
林
を
約
一

O
町
歩
所
有
し

て
い
る
こ
と
も
今
後
の
観
光
開
発
に
と
っ
て
優
位
な
立
場
に
あ
る
o

以
下
の
大
土
地
所
有
者
は
地
元
資
本
と
外
来
資
本
と
が
混
在
し
た
構

成
を
示
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
伊
豆
長
岡
の
大
土
地
所
有
者
の
所
有
地
の
分
布
を
み
る
と
(
第
六
図
)
、
国
土
計
画
・
伊
豆
箱
根
鉄
道
の
所
有
地
は
長
岡
地
区

北
方
に
広
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、

し
か
も
水
田
地
帯
に
立
地
し
た
伊
豆
長
岡
の
温
泉
観
光
集
落
に
あ
っ
て
、

」
の
地
区
は
有
城
丘
陵

を
背
後
に
ひ
か
え
た
徴
高
地
に
あ
り
、
景
色
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
資
本
で
は
古
奈
の
白
石
館
、
一
長
岡
の
長
岡
ホ
テ
ル
が
地
主

温泉観光集落の発達と機能

か
ら
観
光
産
業
へ
の
進
出
を
は
か
っ
た
代
表
と
さ
れ
、

そ
の
所
有
地
も
大
き
い
。

以
上
の
よ
う
に
、

土
地
所
有
関
係
か
ら
み
る
と
、
温
泉
集
落
と
し
て
伝
統
性
を
有
し
た
修
善
寺
は
地
元
資
本
的
、
新
興
の
伊
豆
長
岡
は

外
来
資
本
的
傾
向
が
強
く
、

こ
の
よ
う
な
温
泉
場
の
開
発
期
の
新
旧
に
対
応
し
た
土
地
所
有
関
係
が
温
泉
観
光
集
落
の
形
成
・
発
展
に
直

接
に
関
係
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

151 

c、
地
域
行
政
体
そ
の
他
の
運
営
機
構

修
善
寺
町
は
一
九
五
六
年
九
月
に
下
狩
野
村
、

一
九
五
九
年
四
月
に
は
北
狩
野
村
の
う
ち
大
字
牧
之
郷
、

柏
久
保
・
年
川
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大
野
な
ど
の
周
辺
農
村
地
域
を
合
併
し
て
町
域
を
拡
大
さ
せ
た
。

そ
の
た
め
に
、

一
九
六
二
年
の
町
会
議
員
構
成
に
お
い
て
も
、

二
五

名
中
旅
館
業
者
六
名
、

農
業
九
名
、

商
業
七
名
と
な
っ
て
い
る
o
伊
豆
長
岡
町
で
は
一
九
六
七
年
の
町
会
議
員
構
成
は
二
二
名
中
旅
館

業
者
七
名
、
農
業
一
O
名
、
商
業
二
名
と
な
っ
て
お
り
、

修
善
寺
と
同
様
な
温
泉
場
と
農
村
地
域
と
か
ら
な
る
議
員
構
成
を
呈
し
て
い

る。
い
ま
、
修
善
寺
町
の
一
九
六
七
年
度
の
予
算
書
@
を
み
る
と
、

財
政
規
模
は
二
・
四
億
円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
観
光
関
係
費
は
一
、
三

0
0
万
円
(
全
体
の
五
・
四
%
)

で
あ
る
。
修
善
寺
町
で
は
一
九
六
五
年
よ
り
大
芝
山
の
修
善
寺
公
園
を
再
開
発
し
、

一
大
自
然
公
園
と

す
る
た
め
に
町
有
地
七
O
M
に
造
園
を
し
、
家
族
づ
れ
旅
行
者
を
対
象
と
し
た
教
養
観
光
に
も
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

資
金
に
は
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
を
五
割
値
上
げ
し
て
年
間
六
O
O
万
円
を
計
上
し
、

そ
れ
に
町
費
と
県
補
助
金
な
ど
を
加
え
た
合
計

一
、
0
0
0
万
円
の
投
資
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
@
o

さ
ら
に
、

一
九
六
六
年
六
月
に
は
夏
枯
れ
対
策
と
し
て
、
同
公
園
内
に

O
万
本
の
花
し
よ
う
ぶ
圏
を
開
業
し
た
@
。

伊
豆
長
岡
町
の
財
政
規
模
は
一
九
六
五
年
度
決
算
書
@
に
よ
る
と
一
・
七
億
円
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
観
光
関
係
費
が
三
、

四
O
O
万
円

(
全
体
の
二
0
・
0
%
)

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
伊
豆
長
岡
町
の
観
光
事
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
町
報
三
三
号
@
に
は
、

町
政
の
重
点
施
策

の
う
ち
観
光
関
係
分
と
し
て
、

一
、
観
光
会
館
の
建
設
、
二
、
大
男
山
開
発
に
関
す
る
町
有
地
処
分
の
ご
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

伊
豆
長
岡
観
光
会
館
は
各
種
団
体
誘
致
を
目
的
と
し
て
総
工
費
一
七
億
円
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
収
容
力
は
一
、
三
O
O
人
に

達
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
男
山
開
発
は
テ
レ
ビ
映
画
会
社
で
あ
る
国
際
放
映
株
式
会
社
が
、
長
岡
地
区
北
方
の
旧
江
間
村
の
大
男
山
(
海

抜
高
度
二
O
五
・
七

m)
山
頂
お
よ
び
山
麓
一
帯
に
観
光
開
発
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

同
社
の
大
男
山
開
発
計
画
概
要
@
に
よ
れ
ば
、
開
発
用
地
は
一
六
・
一
万
坪
、
そ
の
う
ち
町
有
地
一
四
・
五
万
坪
(
九
O
%
)
、
民
有
地



一
・
六
万
坪
(
一
O
%
)
で
あ
り
、
こ
こ
に
町
有
地
払
下
げ
の
問
題
が
生
じ
た
。
伊
豆
長
岡
町
当
局
は
大
男
山
山
麓
農
村
地
域
と
温
泉
街

と
の
い
わ
ゆ
る
格
差
の
是
正
を
か
か
げ
て
町
有
地
開
放
に
積
極
的
に
協
力
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
@
o

」
の
町
有
地
は
一
九
六
四
年

二
月
に
契
約
締
結
を
み
た
が
、
売
却
価
格
八
、
O
四
O
万
円
の
う
ち
、

一
、
六
O
O
万
円
が
町
へ
配
分
さ
れ
観
光
事
業
費
と
し
て
計
上
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
、
国
際
放
映
会
社
の
計
画
書
に
よ
れ
ば
、
海
抜
高
度
七
O
m
以
下
の
山
麓
に
は
約
一
O
万
坪
を
造
成
、

七
O
m
以
上
の

地
域
約
六
万
坪
は
風
致
地
区
と
し
て
自
然
公
園
と
し
、
さ
ら
に
山
頂
に
は
観
光
ホ
テ
ル
を
建
て
、
そ
の
周
辺
に
は
付
帯
施
設
を
、
山
頂
に

は
リ
フ
ト
を
架
設
す
る
と
い
っ
た
総
合
的
観
光
開
発
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。
山
麓
地
域
に
は
映
画
撮
影
施
設
や
関
係
会
社
の
寮
を
建

て
、
残
り
の
大
半
は
分
譲
地
開
発
と
さ
れ
る
o

こ
こ
に
、
中
央
資
本
の
進
出
を
町
当
局
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
開
放
性
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
観
光
協
会
お
よ
び
旅
館
組
合
な
ど
の
観
光
業
者
の
組
織
活
動
に
つ
い
て
み
る
と
(
第
一
一
表
)
、

ま
ず
観
光
協
会
に
関
し
て
は

修
善
寺
の
予
算
が
六
一
O
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
伊
豆
長
岡
は
七
八
O
万
円
を
示
し
、
伊
豆
長
岡
が
町
の
助
成
金
、
協
会
費
と
も
に
多

温泉観光集落の発達と機能

ぃ
。
ま
た
、
そ
の
事
業
団
体
別
構
成
を
み
る
と
、
修
善
寺
の
旅
館
組
合
が
一
二
O
万
円
で
五
八
対
で
あ
る
の
に
対
し
、
伊
豆
長
岡
で
は
二

二
九
万
円
で
六
一
%
を
一
不
し
旅
館
業
者
団
体
の
地
位
は
高
い
c

さ
ら
に
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
の
協
会
費
が
修
善
寺
で
は
八
万
円
(
四
・
O
%
)

に
す
、
ぎ
な
い
が
、
伊
豆
長
岡
で
は
三
八
万
円
(
一
0
・
0
%
)
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
伊
豆
長
岡
に
お
け
る
中
央
資
本
の
資
金
面
で
の

ウ
ェ
イ
ト
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

な
お
、
宣
伝
費
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
伊
豆
長
岡
は
約
三
O
O
万
円
で
修
善
寺
の
四
倍

に
達
し
て
お
り
、
関
西
方
面
へ
の
積
極
的
な
観
光
市
場
開
拓
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
旅
館
組
合
の
予
算
額
で
は
修
善
寺
が
伊
豆
長
岡
よ
り
多
い
が
、
こ
れ
は
修
善
寺
ロ

1
プ
ウ
ェ
イ
の
維
持
管
理
が
こ
の
よ
う
な

153 

地
元
旅
館
業
者
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
結
果
で
あ
り
、
観
光
費
、

五
四
三
万
円
中
二
O
O
万
円
は
ロ

1
プ
ウ
ェ
イ
関
係
費
と
し
て
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1-t修善寺|
同

614万円

{町助成金 213 350 

観
協会費 209 375 

聞の内訳同組合 120 一日組合 229 61 

土産品組合 16 7.5 伊豆箱根鉄道 38 10. 
光

芸妓組合 11 5.1 芸妓組合 26 7目

マッサージ組合10 4.8 商 工 会 19 5. 

協
伊豆箱根鉄道 8 4.0 ツパメ自動車 11 3. 

東海ノミス 8 4.0 土産 品 組 合 8 2. 

飲食庖組合 7 3.4 東海ノミス 8 2.0 

会
観光費 210 535 

内訳~宣伝費 75 297 

祭典費 50 238 

旅 歳 入 1，451万円 1，132万円

館 観光費 543 210 

12 内訳{宣伝費
231 210 

) その他 312 

長旦伊

修善寺および伊豆長岡混泉の観光協会決算報告書，旅館組合決算報告書

修善寺のばあいは観光協会，旅館組合ともに1966年度

伊豆長岡のばあいは観光協会が1963年度，旅館組合が1964年度

1. 

2. 
注

支
出
さ
れ
て
い
る
。

伊
豆
長
岡
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
し
い

観
光
旅
行
形
態
に
対
応
す
べ
く
、

一
九
六
二
年

に
建
設
費
二
億
円
を
か
け
て
全
長
一
、

八

O
O

m
の
大
規
模
な
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
を
建
設
し
た
。

伊
豆
長
岡
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ
株
式
会
社
定
款
に
よ

っ
て
そ
の
株
主
構
成
仰
を
み
る
と
、

い
ず
れ
も

地
元
資
本
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
中
央

観
光
資
本
の
参
加
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
伊

豆
長
岡
は
新
興
温
泉
で
あ
り
、
外
来
資
本
と
地

元
資
本
と
の
観
光
産
業
化
が
同
時
に
進
展
し
た

が
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
組
織

活
動
に
お
い
て
は
地
元
資
本
の
主
導
権
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
⑧
O

玉
、
結

び

以
上
述
べ
て
き
た
伝
統
的
温
泉
観
光
集
落
と



し
て
の
修
善
寺
と
新
興
温
泉
観
光
集
落
と
し
て
の
伊
豆
長
岡
と
の
比
較
研
究
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
修
善
寺
は
明
治
初
期
に
は
、
す
で
に
土
着
地
主
層
(
近
世
期
の
名
主
)
を
中
心
と
し
た
一

O
軒
の
温
泉
宿
を
は
じ
め
、
旅
寵
屋
や
関

連
産
業
が
成
立
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
少
数
有
力
旅
館
は
今
日
、
そ
の
収
容
力
も
大
で
、

か
つ
稼
働
率
も
高
く
、
温
泉
観
光
集

落
の
支
配
者
層
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
新
興
旅
館
業
者
は
、
そ
の
系
譜
を
み
て
も
外
来
資
本
の
連
出
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
地

位
は
低
い
。

二
、
こ
れ
に
対
し
て
、
伊
豆
長
岡
は
明
治
後
期
に
地
主
達
の
源
泉
掘
さ
く
に
よ
っ
て
成
立
し
た
が
、
温
泉
権
利
者
は
分
湯
事
業
を
お
こ
な

っ
た
に
す
、
ぎ
ず
、
旅
館
経
営
は
県
内
・
山
梨
県
な
ど
か
ら
の
外
来
者
に
委
ね
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
一

0
年
代
に
は
、
中
央
観
光
資
本

た
る
駿
豆
鉄
道
系
の
箱
根
土
地
株
式
会
社
が
長
岡
の
温
泉
場
北
方
一
帯
に
別
荘
地
分
譲
を
は
じ
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
自
ら
ホ
テ

ル
、
旅
館
経
営
に
着
手
す
る
に
至
っ
た
。
同
時
に
外
来
資
本
に
加
え
て
地
元
資
本
の
旅
館
開
業
が
顕
著
と
な
り
観
光
集
落
化
が
進
行
し

た
。
こ
れ
ら
の
新
興
旅
館
業
者
は
経
営
規
模
の
拡
大
を
は
か
つ
て
積
極
的
に
観
光
客
誘
致
を
お
こ
な
い
、
そ
の
地
位
を
高
め
て
い
る
。

温泉観光集落の発達と機能

三
、
こ
の
よ
う
な
温
泉
観
光
集
落
形
成
の
社
会
経
済
的
意
義
と
し
て
温
泉
所
有
形
態
を
分
析
し
た
結
果
は
つ
、
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
o

修
善
寺

で
は
近
世
期
に
は
地
域
住
民
の
共
同
湯
の
総
有
的
支
配
秩
序
が
確
立
し
て
い
た
が
、
明
治
初
年
に
一
部
の
地
元
有
力
旅
館
に
よ
っ
て
私
有

泉
の
掘
さ
く
が
は
じ
ま
り
、
内
湯
旅
館
と
し
て
他
の
零
細
な
共
同
湯
利
用
の
外
湯
旅
館
と
の
区
別
が
生
じ
た
。
内
湯
旅
館
は
所
有
地
内
に

源
泉
を
も
ち
、
そ
れ
を
独
占
的
に
利
用
し
て
い
る
と
と
も
に
他
の
新
興
旅
館
に
対
し
て
は
源
泉
掘
さ
く
に
強
い
規
制
を
設
け
て
自
己
源
泉

の
保
持
に
努
め
て
き
た
。

い
っ
ぽ
う
伊
豆
長
岡
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
中
央
観
光
資
本
を
は
じ
め
と
し
た
新
源
泉
開
発
が
自
由
に
展
開
し
、
温
泉
組
合
の
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分
湯
事
業
が
進
め
ら
れ
て
、
温
泉
観
光
集
落
域
は
急
速
に
拡
大
し
た
。



156 

四
、
土
地
所
有
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
修
善
寺
で
は
地
元
旅
館
層
が
桂
川
河
岸
一
帯
を
占
有
し
、
そ
の
う
ち
の
有
力
な
一
二
家
は
同
族
関

係
に
あ
っ
て
外
来
資
本
の
温
泉
場
へ
の
進
出
を
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
伊
豆
長
岡
で
は
水
団
地
帯
で
も
あ
り
、
中
央

観
光
資
本
を
は
じ
め
外
来
資
本
の
土
地
取
得
を
容
易
に
し
て
い
る
o

五
、
ま
た
、
地
域
行
政
体
そ
の
他
の
観
光
活
動
に
つ
い
て
は
、
修
善
寺
に
比
べ
て
伊
豆
長
岡
は
大
男
山
の
町
有
地
開
放
に
よ
る
中
央
観
光

資
本
の
導
入
や
観
光
市
場
開
拓
を
め
ざ
す
宣
伝
活
動
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
積
極
的
な
開
発
姿
勢
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、
こ
こ
で
、
修
善
寺
・
伊
豆
長
岡
と
北
関
東
の
伝
統
的
温
泉
観
光
集
落
伊
香
保
・
新
興
温
泉
観
光
集
落
鬼
怒
川
と
の
関
連
に
つ
い
て
付

言
す
れ
ば
、
修
善
寺
は
よ
り
伊
香
保
的
な
温
泉
観
光
集
落
構
造
を
な
し
、

そ
れ
は
観
光
開
発
に
お
い
て
閉
鎖
的
傾
向
を
譲
成
し
て
き
た

が
、
い
っ
ぽ
う
伊
豆
長
岡
は
鬼
怒
川
と
同
じ
く
中
央
観
光
資
本
(
と
く
に
交
通
資
本
)

の
積
極
的
展
開
の
も
と
に
拡
大
し
て
き
た
と
は
い

ぇ
、
鬼
怒
川
の
場
合
の
よ
う
に
中
央
観
光
資
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
明
確
で
な
く
、
外
来
資
本
と
地
元
資
本
と
の
混

在
形
態
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
伊
豆
長
岡
は
鬼
怒
川
の
よ
う
な
高
度
な
観
光
産
業
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、
伊

香
保
・
修
善
寺
に
比
べ
て
は
よ
り
開
放
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
規
定
さ
れ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
懇
切
な
御
指
導
を
頂
い
た
浅
香
幸
雄
先
生
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

注
① 

山
村
順
次
(
一
九
六
六
)
温
泉
地
に
お
け
る
観
光
産
業
の
形
成
鬼
怒
川
・
伊
香
保
温
泉
を
中
心
と
し
て
|
(
発
表
要
旨
)
地
理
学
評
論
三
九
!

六
、
四
二
四
四
二
五
頁
。

な
お
、
伊
香
保
・
鬼
怒
川
の
温
泉
観
光
集
落
の
発
達
と
構
造
に
つ
い
て
は
、
地
理
学
評
論
に
投
稿
予
定
で
あ
る
。

修
善
寺
町
教
育
委
員
会
(
一
九
五
九
)
修
善
寺
史
料
集
一
、
二
四
六
|
二
四
七
頁
。

@ 
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菊
地
安
幸
(
一
九
一
四
)
修
善
寺
村
誌

修
禅
寺
所
蔵
温
泉
明
細
書
上
。

落
合
一
郎
氏
所
蔵
修
善
寺
村
会
議
事
録
。

静
岡
県
田
方
郡
役
所
(
一
九
一
八
)
静
岡
県
田
方
郡
誌
、
七
五
頁
。

内
務
省
衛
生
局
(
一
八
八
六
)
日
本
鉱
泉
誌
中
巻
一
七
二
頁
。

片
山
友
彦
(
一
九
つ
二
)
勝
境
名
区
遊
覧
案
内
、
二
五
七
頁
。

前
掲
⑥
七
三
頁

3

駿
豆
鉄
道
株
式
会
社
(
一
九
二

O
)
第
六
回
営
業
報
告
書
、
七
頁

同
(
一
九
二
三
)
第
一
二
国
営
業
報
告
書
、
七
頁
。

同
士
九
二
七
)
第
二

O
回
営
業
報
告
書
、
一
頁
。

三
沢
素
竹
(
一
九
二
四
)
新
撰
修
善
寺
繁
昌
記
の
う
ち
附
北
伊
豆
の
温
泉
、
四
頁
に
は
「
:
:
:
長
岡
温
泉
発
見
以
来
、
給
表
徴
の
感
あ
り
し
も
、

大
正
一

O
年
よ
り
一
一
年
に
か
け
て
福
沢
捨
二
郎
氏
を
始
め
村
の
有
志
が
元
湯
を
距
る
二

l
一
二
了
な
る
字
小
坂
地
・
洞
々
上
等
に
数
カ
所
の
試
掘

を
な
し
た
る
に
意
外
に
も
豊
富
な
る
熱
湯
を
多
量
に
湧
出
せ
し
か
ば
、
千
人
風
日
な
る
大
湯
坪
が
ニ
カ
所
に
出
来
、
新
た
に
白
石
館
、
山
口
館
、

其
の
他
二
、
三
の
旅
館
も
建
ち
、
今
後
益
々
発
展
す
る
可
き
景
気
と
な
っ
た
:
:
:
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

川
島
武
宜
・
潮
見
俊
隆
・
渡
辺
洋
コ
一
(
一
九
六
五
)
温
泉
権
の
研
究
、
第
三
編
資
料
五
八
二
|
五
八
三
頁
、

第
一
七
条
新
規
掘
さ
く
工
事
名
儀
は
修
善
寺
温
泉
事
業
組
合
と
し
、
個
人
名
儀
の
試
掘
は
一
切
之
を
認
め
な
い
。
非
組
合
員
が
新
規
掘
さ
く
を

求
め
る
場
合
は
組
合
員
に
準
じ
て
組
合
名
を
以
て
出
願
す
る
。

第
一
八
条
工
事
に
関
し
て
は
出
資
者
の
責
任
と
し
、
組
合
は
随
時
之
が
監
督
を
し
立
入
検
査
を
な
し
得
る
も
の
と
す
。

第
二

O
条
掘
さ
く
箇
所
の
選
定
に
当
り
て
は
、
工
事
金
負
担
者
の
希
望
を
勘
案
し
、
隣
接
既
設
温
泉
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
、
組
合
に
於
て
決

定
す
る
も
、
既
設
温
泉
よ
り
の
距
離
大
き
く
比
較
的
に
影
響
の
少
な
き
地
点
を
選
定
し
、
水
平
実
測
距
離
一
五

O
米
離
れ
る
こ
と
を

要
す
。

前
掲
⑬
一
八
一
一
良
に
は
「
:
:
:
温
泉
組
合
の
場
合
、
そ
の
設
立
が
温
泉
権
者
の
結
束
を
固
め
、
温
泉
権
者
が
全
体
と
し
て
そ
の
既
得
権
を
防
衛

す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
現
に
ま
だ
何
ら
の
温
泉
権
を
も
っ
て
い
な
い
非
組
合
員
が
温
泉
組
合
の
規
制
を
無
視
し
て
個
人
名
儀
で
掘
さ
く
を
中

頁

⑬ ⑬ 
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請
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
温
泉
法
の
う
え
で
は
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
全
温
泉
権
者
集
団
を
敵
に
ま
わ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
:
:
:
」
と

し
て
、
そ
の
力
の
強
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
新
た
に
分
湯
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
旅
館
は
七
軒
、
個
人
宅
は
二
軒
で
あ
る
。

石
橋
虎
三
(
一
九
六
六
)
伊
豆
長
岡
町
古
奈
温
泉
に
就
て
、
四
頁
。

修
善
寺
町
役
場
(
一
九
六
六
)
静
岡
県
田
方
郡
修
善
寺
町
予
算
書
、
七
八
|
八
一
一
良
。

修
善
寺
町
役
場
(
一
九
六
六
)
修
善
寺
町
報
八
八
号
、
一
月
一
日
付
。

予
算
額
一
一
五
万
円
で
、
そ
の
出
資
者
は
旅
館
組
合
三
O
万
円
、
観
光
協
会
二
O
万
円
、
町
一
O
万
円
で
旅
館
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

伊
豆
長
岡
町
役
場
(
一
九
六
六
)
静
岡
県
田
方
郡
伊
豆
長
岡
町
歳
入
歳
出
決
算
書
、
九
六
|
一
O
一
頁
。

伊
豆
長
岡
町
役
場
(
一
九
六
五
)
町
報
伊
豆
長
岡
三
三
号
、
一
O
月
二
O
日
付
。

国
際
放
映
株
式
会
社
の
大
男
山
開
発
計
画
概
要
、
一
頁
。

伊
豆
長
岡
町
役
場
(
一
九
六
六
)
大
男
山
山
麓
観
光
開
発
に
伴
う
温
泉
掘
さ
く
に
係
る
副
申
書
、
に
お
い
て
当
時
の
町
長
小
野
豊
は
「
:
:
:
自
然

景
観
に
恵
ま
れ
て
い
る
当
地
域
の
開
発
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
観
光
関
連
産
業
へ
の
就
業
の
機
会
の
増
加
、
観
光
旅
行
者
の
流
入
に
伴
う
消
費
支

出
に
よ
る
地
域
格
差
の
縮
小
へ
貢
献
し
、
も
っ
て
住
民
の
福
祉
の
向
上
、
町
の
発
展
を
期
す
る
次
第
で
あ
る
:
:
:
」
と
述
べ
て
い
る
。

設
立
時
の
発
行
株
式
は
五
、

0
0
0株
で
あ
る
が
、
そ
の
大
株
主
は
長
岡
ホ
テ
ル
一
、
一
五
O
株
(
二
三
・
O
%
)
、
三
光
閣
四
O
O
株
(
八
・

o

%
)
、
狩
野
精
一
(
元
町
長
・
農
業
)
四
O
O
株
(
八
・
O
一
%
)
、
八
景
園
(
元
町
長
)
コ
一
五
O
株
(
七
・
O
%
)
な
ど
地
元
資
本
が
中
心
で
あ
る
。

国
土
計
画
・
伊
豆
箱
根
鉄
道
株
式
会
社
が
一
九
五
五
年
に
伊
豆
ホ
テ
ル
を
開
業
し
た
際
、
地
元
有
力
旅
館
業
者
で
あ
る
白
石
館
主
を
総
支
配
人
に

む
か
え
て
、
地
元
業
者
と
の
接
触
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
こ
と
は
、
伊
豆
長
岡
に
お
け
る
地
元
資
本
の
結
束
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
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